
〔様式１〕 

令和４年度 地域の体験活動支援事業 事業計画書 

 

公民館等名【 ○○町教育委員会 】 

 

１ 事業名 

２ 事業の趣旨・目的 

３ 事業の概要（日時、スケジュール、会場、対象、人数など） 

４ 事業の内容（できるだけ具体的に） 

５ 期待する成果 

６ 青少年教育施設に支援してほしいこと、相談したいことなど 

※ 別紙資料等があれば添付をお願いします。 

 

 

日 時  令和４年 ○月△△日（◇）９：００～１２：００ 

会 場  ○○町◇◇公民館 

対 象  町内公民館職員、支援にかかわる地域住民 など 約○名 

 ○○町公民館職員 体験活動支援研修 

 体験活動の意義や効果についての研修をすることによって、各公民館で行われている子どもを対

象とした活動内容の充実を図る。 

○ 体験活動の意義や効果についての講義（４０分～５０分） 

○  

○  

○ 体験活動の実施や見直しに向けた意欲が高まる。 

○  

○ 今なぜ体験活動が必要なのか、体験活動をすることにどのような意義があるのかをしっかり話

してほしい。 

○ 施設でやっている体験活動を紹介してほしい。 

記入例１ 



〔様式１〕 

令和４年度 地域の体験活動支援事業 事業計画書 

 

公民館等名【 ○○コミュニティセンター 】 

 

１ 事業名 

２ 事業の趣旨・目的 

３ 事業の概要（日時、スケジュール、会場、対象、人数など） 

４ 事業の内容（できるだけ具体的に） 

５ 期待する成果 

６ 青少年教育施設に支援してほしいこと、相談したいことなど 

※ 別紙資料等があれば添付をお願いします。 

 

 

打ち合わせ会日 時 令和４年 ６月○○日（◇）１６：００～ 

      会 場 ○○コミュニティセンター 

      参加者 通学合宿実行委員会 約２０名 

実際の事業は ７月○日（◇）～△日（☆）の３泊４日 

 ○○地区通学合宿スタッフ打合せ会 

 通学合宿では、子どもたちが互いに助け合いながら食事の準備や片付け、身支度などを自分の力

ですることを通して、・・・・・・・の力をつけたいと考えている。そのために子どもたちにスタッ

フがどのようにかかわっていくのかを考える機会としたい。 

○ ねらいの確認 

○ スケジュール、プログラムの確認、つけたい力の確認 

○ 会場の下見と安全確認 

○ ねらいや内容について共通理解を図る。 

○ スタッフ全員で子どもを育てようという意識が高まる。 

○ 安全に対する意識を高める。 

○ 話し合いの中で、適宜必要な助言をしてほしい。 

○ サン・レイクで実践されているプログラムなどを紹介してほしい。 など 

記入例２ 


